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3月 2日（木） 提案説明 

3月 6日（月） 質疑 

3月 7日（火） 質疑・委員会付託 

3月 9日（木） 総務建設常任委員会 

3月13日（月） 文教福祉常任委員会 

3月15日（水） 一般質問 

3月17日（金） 一般質問 

3月23日（木） 討論・採決 

表紙の写真 

　今日、まちの代表ランナー
の一人として、この場所に立
てる喜びと緊張感。 
　さあ、結果を恐れず、支え
てくれるみんなの声援を胸に。 
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大口剣道協会 
代表　神谷社長 教士7段 
教室のモットー「和」 

特集　「議員の定数と報酬」をテーマに意見交換会を開催 
12月補正　子育て施設がさらに充実 
一般質問　町オリジナルの婚姻届・出生届の作成を 
　　　　　議長が一般質問　3年間の鈴木町政を振り返って 
議会だよりアンケート結果 
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12月3日　愛知万博メモリアル　第11回愛知県市町村対抗駅伝競走大会（愛・地球博記念公園） 12月3日　愛知万博メモリアル　第11回愛知県市町村対抗駅伝競走大会（愛・地球博記念公園） 

会議録が閲覧できます 
http://www.town.oguchi.aichi.jp

/2741.htm

取材を終えて 
　「礼に始まり礼に終わる」、凛とした練習
を見学させていただき、ありがとうございま
した。　　　　　　　　　　　　　（酒井正宗） 

練習前に、全員集合！！ 取材当日の練習風景 

♪　現在の会員数は？ 
　小中学生15人、一般35人の50人です。う
ち10人は女性会員です。 
　剣道に興味がある方、募集中！です。 
 

♪　教室開催日は？ 
　剣道7段の先生3人を筆頭に、毎週木・土曜
日の午後7時から9時まで、西小学校の体育館
で練習しています。 
 

♪　会員相互の和を重んじています 
　会員は9歳から70代と幅広いですが、厳し
い稽古の中でも楽しく行っています。 
　1つ要望ですが、大口町に武道場を作って
ほしいです。 
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特集 
　意見交換会 

下小口学共 豊田学共 
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　町内の有識者が入る第三者機関に、議会の考えを提出
し、審議の上、答申書を出してもらう手続きはどうか。 

　議員は非常勤。報酬を上げることは理解を得られない。仕事
量は増えるが、委員会を兼任し、定数を減らしてはどうか。 

　定数や報酬は、近隣の自治体議会との比較でなく、
大口町議会独自で決めればいい。 

　報酬は「引き下げるべき」ということではなく、議員は、
その収入に見合った以上の仕事をしてもらいたい。 

　議会は、今回の意見交換会の後、下記の会議により検討を進めています（12月末までの開催状況）。 
11月15日（火）議会全員協議会 

22日（火）議会運営委員会 
 

12月 6日（火）総務建設常任委員会 
9日（金）正副委員長会議 

27日（火）議会全員協議会 

※議会は、現時点で議員の定数と報酬に対し、統一的な考え方をお
示しする段階にありません。今後、さまざまな方法で検討し、来年
度中に結論を出す予定です。 

　「議員はボランティア」という考え方で、
定数や報酬の問題を改革してはどうか。 

　「報酬を上げて若い人を」。耳ざわりはいいが、現役時代に
活躍し、知識・経験が豊富な方が議員になってもいいのでは。 

　議員として立候補する・しないは、地域で考えること。
「行政区の数＝議員の定数」は違うのでは。 

　報酬を上げれば、本当に立候補者は増えるのか。
魅力のある議員とは何なのか。 

参加者の声 参加者の声 参加者の声 
　平成28年11月12日（土）、住民の皆さん
と意見交換会を開催しました。 

　議員の説明後、参加者から「議員の定数と報酬」
に関する意見をいただきました。いただいた主な
意見やアンケート結果を紹介します。 
　ご意見等、ありがとうございました。 

開催場所・時間・参加人数 
豊田学共 午後2時～3時 10人 
下小口学共 午後6時～7時30分 16人 
 
　なお、意見交換のテーマ以外で出された
町に伝えるべき意見・要望は、議会で対応
を調査・検討し、町に伝えました。 

　議会運営委員会では、議長から議員の定数と報酬に関する諮問を受け、住民の皆さんの意見をお聞き

しながら、現在の定数（15人）と報酬（29万2千円～）のあり方を検討しています。 

1　諮問事項 
　（1）大口町議会議員定数について 
　（2）大口町議会議員報酬について 

2　答申時期 
答申は、それぞれの各種手続き、住民への周知など
も含め次期大口町議会議員選挙（2019年4月）に
適用できるようご配慮願いたい。 

3　検討の手順 
　（1）議員間の議論、検討 
　（2）地域住民、町内の各種団体からの意見聴取 

4　検討の内容 
　（1）議員定数について 

議員定数は削減すればよいというものでも、多
ければよいというものでもなく、いろいろな要
件の中でバランスのとれた定数であることが
期待されると思われる。 
ア　会議体としての議会の能率的な運営がで

きる定数であること。 
イ　多数の住民が推す優れた人材が選出され

る定数であること。 

 
 
ウ　町の組織体として、すなわち職員との調和

が保たれる定数であること。 
エ　民意が反映できる定数であること。 
オ　議会の権能を発揮できる組織体であること。 

・議事機関としての権能－議論のできる
定数であること。 

・立法機関としての権能－専門的な権能
が発揮できる定数であること。 

・監視機関としての権能－チェック機関と
して適正である定数であること。 

 
（2）議員報酬について 

ア　子育て世代が政治参加できる環境であること。 
イ　常勤ではないものの、それに近い活動をせ

ざるを得ないこと。 
ウ　町民に理解されること。 
エ　議員としての道が開けること。 
オ　公選職とのバランスがとれていること。 

諮問書 

3 2
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資料「他市町村の定数・報酬」 

今後の参加 

参加者の年齢 

感想 12月6日、総務建設常任委員会が現地確認 

1月10日、議長が町長に報告 

12月6日、総務建設常任委員会が現地確認 

【議会】 
昨年度分より町ホームページで政務活動
費の支出状況を詳細に公開しています。 

政務活動費の過去の支出状況は、町の
情報公開条例による公開請求で確認で
きます。 
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自由意見もたくさんいただきました。ご協力ありがとうございました。 

アンケート結果 アンケート結果 アンケート結果 その他意見 その他意見 その他意見 
意
見
交
換
会
の
会
場
で
お
願
い
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す 

分かりやすい 78%未回答 17%

分かりにくい 
 5%

参加したい 56%
未回答 5%

テーマに 
よっては 
参加する 

 39%

40歳代 12%

50歳代 35%

70歳代 24%

60歳代 29%

普通 50%

よかった 33%未回答 17%

・定数を減らした場合、現在の仕事ができるの
か。増やした場合、新たな仕事として何がで
きるのか。 

 
・定数は、少ないに越したことはない。報酬も

税金のため、住民としては少ない方がいいと
思う。 

 
・「議員の定数が多い」、「報酬が高い」とは、

一住民が簡単には言えない。 
 
・年々、環境の変化で懸案事項は増加し、多岐

にわたっている。未来志向で、より力を合わ
せられたい。 

 
・議会もまちづくりと地域づくりの一つのため、

住みやすくしたいなら、自分も考えを改めな
くては。 

 

・定数や報酬の根拠が分かってよかった。定数
や報酬の多少は、ものさしとするものによっ
て変わる。 

 
・すぐに結論を出さず、互いの意見を聞き、意

見を交換し、議論することが大切だと思う。 
 
・足が不自由な方もみえると思うので、各学共

等に加え、健康文化センターで開催してほしい。 
 
・議会を傍聴したことがない。仕事を休んでま

で行こうという気持ちにはなれない。その程
度の関心。 

 
・住民の皆さんが、議会や議員について、多く

を知らない。 

意見交換会でいただきました「その他の意見・要望」

への対応等をお知らせします。 

柿野橋の道路幅
が狭い。 
 
道路幅員を約1m、
南側に拡幅して
ほしい。 

柿野橋の拡張 

議会に対する政務活動費
の支出に問題はないか。 
 
過去にさかのぼって調査を。 

政務活動費 

北小学校の東側 
・トンネル内が

暗いので明るく。 
・周辺にごみが

散乱している
ときがある。「ご
み 捨て 禁 止 」
の看板を目立
つように。 

国道41号トンネル 
付近 
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答 □ 
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答 □ 

問 □ 

答 □ 

問 □ 
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議案質疑、総務建設及び

文教福祉の各常任委員会で

の主な質疑を掲載します。 

　当初予算129万6千円を減額するが、ど
のように設置するのか。 

　手洗いは北保育園の仮園舎で使用してい
たものを再利用し、諸経費を節約するた
め、北児童クラブの増築工事に組み入れ
て施工する。 

　国庫補助金は、当初予算276万5千円。
補正予算で1786万3千円を増額。大幅増
になった理由は。 

　当初予算時は設計前だったため、「増改
築修繕」の補助率で計上。設計後、その
改修内容が補助率の高い「大規模修繕」
として認められたため、増額補正した。 道路占用料条例 

　道路の占用許可を受けた者から徴収する占
用料の額を改正する。 

　この改正で、占用料全体ではいくら増額
となるか。 

　約20万円程度の増額を見込んでいる。 

　縁日などで一時的に設ける露店が約27%
も値上げになる一方、電柱等は約1%の
値上げ。この違いは。 

　占用料の改定となる算定の根拠が異なる
ため。 

地区計画等の案の作成手続に関する条例 

　地区計画等の案の掲示方法及び意見の提出
方法を定める。 

　どれだけの面積の開発で、地区計画が必
要となるか。 

　5ha以上20ha未満の開発について地区
計画を作ることができる。 

農業委員会の選挙による委員の定数条例 

　農業委員の選出方法の変更（公選制から議
会の同意を得て町長が任命）等により、条例
の全部を改正する。 

　青年・女性の積極的な活用の考えは。 

　推薦・公募をお願いするときに、配慮を
求めていきたい。 

北保育園仮設園舎の手洗いを再利用 未満児室の外観 12月14日　工事中の室内には重機が 

条例の制定・改正 

28年度一般会計補正予算 

障がい福祉調整会議設置条例 

　障がい者等の生活の質の向上、差別を解消
するための取組み等を効果的・円滑に行う組
織を定める。 

　相談支援専門員の人数は足りているか。 

　福祉こども課、地域包括支援センターで
相談にあたっているが、人数は充足して
いる。 

北児童クラブ増築工事 

　今後の工事スケジュールは。 

　北保育園の仮園舎を再利用。今年度中に
基礎工事まで完了。来年4月以降、建築
工事を開始し、夏休みから運用予定。 

南保育園　未満児室の手洗い設置工事 中保育園　未満児室の改修工事 

 

○町提出（18議案） 

 

 

　採決の結果 

　【賛成多数で可決】 

　【全会一致で可決】 

 

○請願及び陳情 

　採決の結果 

 

　議員提出議案 

12月定例会を、11月25日から12月20日までの26日間の会期で開催しました。 

道路占用料条例の改正、地区計画等の案の作成手続に関する条例の制定、農

業委員会の選挙による委員の定数条例の全部改正、平成28年度の補正予算

など 
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員の定数条例の全部改正、平成28年度一般会計補正予算など17議案 

 

【採　　択】　請願1件及び陳情1件　【不 採 択】　請願9件 

【聞き置く】　陳情5件 

【全会一致】　1議案　　　　　　　　　　　　　　　（関連記事　P8～9） 

一般質問では、6議員が町政全般にわたり質問しました。 

12月議会で決まった主な内容 
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賛否の分かれた議案 賛否の分かれた議案 賛否の分かれた議案 他の17議案は全員賛成で可決 

道路占用料条例の一部改正 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決 

船

戸

 

吉

田

 

岡
 

酒

井

 

鈴

木

 

大

竹

 

伊

藤

 

柘

植

 

齊

木

 

丹
羽（
孝
） 

宮

田

 

丹
羽（
勉
） 

木

野

 

倉

知

 

結

果

 

議　　　員　　　名 

議　　案　　名 

（議長は裁決に加わらないため空白） 

○＝賛成　　×＝反対 

道
路
占
用
料
条
例
の
一
部
改
正
 

吉
田
　
正
 

　
公
共
性
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
大
企
業
関

連
の
電
柱
や
電
話
柱
、ガ
ス
管
な
ど
の
値
上

げ
率
は
約
1
%
。一
方
、小
規
模
事
業
者
関
連

の
看
板
類
の
値
上
げ
率
は
約
27
%
。 

　
公
共
性
が
あ
る
事
業
者
も
営
利
団
体
。

大
企
業
に
え
こ
ひ
い
き
す
る
よ
う
な
改
正

は
改
悪
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。町
内
の

小
規
模
事
業
者
の
営
業
促
進
の
た
め
、値
上

げ
は
中
止
す
べ
き
。 

  

鈴
木
義
彦
 

　
今
回
の
占
用
料
の
改
正
は
、道
路
法
施
行

令
の
見
直
し
、愛
知
県
の
条
例
の
一
部
改
正

に
合
わ
せ
た
も
の
。
占
用
料
は
、町
の
実
情

に
合
っ
た
改
正
内
容
と
考
え
る
。 

反
対
討
論
 

賛
成
討
論
 

賛
否
が
分
か
れ
た
1
議
案
の
 

　
討
論
要
旨
は
左
の
と
お
り
で
す
 

　
12
月
議
会
に
提
出
さ
れ
た
10
件
の
請

願
、6
件
の
陳
情
は
、所
管
の
常
任
委
員

会
で
審
査
し
ま
し
た
。
 

 【
請
願
】 

 ・
障
害
児
者
の
生
き
る
基
盤
と
な
る
「
暮
ら
し

の
場
」の
早
急
な
整
備
を
求
め
る
請
願
書
 

（
全
員
賛
成
で
採
択
） 

 ・
後
期
高
齢
者
の
保
険
料
軽
減
特
例
の
恒
久

化
を
求
め
る
請
願
書
 

（
賛
成
少
数
で
不
採
択
） 

 ・
福
祉
医
療
助
成
に
係
る
国
民
健
康
保
険
の

国
庫
負
担
減
額
調
整
措
置
の
廃
止
を
求
め

る
請
願
書
 

（
賛
成
少
数
で
不
採
択
） 

・
18
歳
年
度
末
ま
で
の
医
療
費
無
料
制
度
創

設
を
求
め
る
請
願
書
 

（
賛
成
少
数
で
不
採
択
） 

 ・
介
護
保
険
制
度
の
改
善
を
求
め
る
請
願
書
 

（
賛
成
少
数
で
不
採
択
） 

 ・
若
者
も
高
齢
者
も
安
心
の
年
金
制
度
の
確

立
を
求
め
る
請
願
書
 

（
賛
成
少
数
で
不
採
択
） 

 ・
社
会
保
障
制
度
の
国
民
負
担
増
や
給
付
削

減
を
や
め
、国
の
予
算
で
改
善
を
求
め
る
請

願
書
 

（
賛
成
少
数
で
不
採
択
） 

・
介
護
・
福
祉
・
医
療
な
ど
社
会
保
障
の
施
策

拡
充
に
つ
い
て
の
請
願
書
 

（
賛
成
少
数
で
不
採
択
） 

 ・
福
祉
医
療
制
度
を
守
り
、拡
充
を
求
め
る
請

願
書
 

（
賛
成
少
数
で
不
採
択
） 

・
市
町
村
国
民
健
康
保
険
へ
の
事
業
費
補
助

金
復
活
を
求
め
る
請
願
書
 

（
賛
成
少
数
で
不
採
択
） 

請
願
者
 

愛
知
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
実
行
委
員
会
 

代
表
者
　
森
谷
光
夫
 

紹
介
議
員
 

吉
田
　
正
 

 

【
陳
情
】 

 ・
天
皇
の
皇
位
継
承
が
安
定
的
に
継
承
さ
れ

る
為
の
陳
情
 

（
聞
き
置
く
） 

陳
情
者
 

今
枝
正
晴
 

・
「
介
護
従
事
者
の
勤
務
環
境
改
善
及
び
処

遇
改
善
の
実
現
」
を
求
め
る
陳
情
 

（
聞
き
置
く
） 

陳
情
者
 

愛
知
県
医
療
介
護
福
祉
労
働
組
合
連
合
会
 

執
行
委
員
長
　
西
野
ル
ミ
子
 

 ・
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
の
実
現
と
夜
勤

交
替
制
労
働
の
改
善
を
求
め
る
陳
情
書
 

（
聞
き
置
く
） 

陳
情
者
 

愛
知
県
医
療
介
護
福
祉
労
働
組
合
連
合
会
 

執
行
委
員
長
　
西
野
ル
ミ
子
 

 ・
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
医
療
提
供
体
制
の

確
保
を
求
め
る
陳
情
書
 

（
聞
き
置
く
） 

陳
情
者
 

愛
知
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会
 

議
長
　
森
谷
光
夫
 

愛
知
県
医
療
介
護
福
祉
労
働
組
合
連
合
会
 

執
行
委
員
長
　
西
野
ル
ミ
子
 

 

・
沖
縄
県
議
会
の〈
米
軍
北
部
訓
練
場
ヘ
リ
パ

ッ
ド
建
設
に
関
す
る
意
見
書
〉を
支
持
す
る

意
見
書
提
出
に
関
す
る
陳
情
 （

聞
き
置
く
） 

陳
情
者
 

岩
間
和
枝
 

・
商
工
会
を
中
心
と
し
た
地
域
商
工
業
振
興

に
対
す
る
支
援
体
制
の
拡
充
 

（
全
員
賛
成
で
採
択
） 

陳
情
者
 

愛
知
県
商
工
会
連
合
会
 

会
長
　
森
田
哲
夫
 

大
口
町
商
工
会
 

会
長
　
宮
地
計
年
 

　
　
　
他
3
名
 

 　
1
議
案
を
全
員
賛
成
で
可
決
し
、
議

会
か
ら
国
の
機
関
な
ど
へ
意
見
書
を
送

付
し
ま
し
た
。
 

 ・
障
が
い
児
者
の
生
活
基
盤
を
確
保
す
る
た

め
の
支
援
整
備
を
求
め
る
意
見
書
 

 

議
員
提
出
議
案 

委
員
会
構
成
等
の
変
更 

※
文
教
福
祉
常
任
委
員
会
及
び
議
会
運
営
委

員
会
の
委
員
は
、定
数
に
対
し
1
人
欠
員
。 

　
大
島
保
憲
議
員
の
逝
去
に
伴
い
、欠
員
と
な
っ
た
委
員
長
等
を
次
の
と
お
り
決
定

し
ま
し
た
。
 

文
教
福
祉
常
任
委
員
会
 

　
委
員
長
　
柘
植
　
満
 

議
会
運
営
委
員
会
 

　
副
委
員
長
　
倉
知
敏
美
 

各
種
委
員
会
委
員
 

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
 

　
酒
井
正
宗
 

一
部
事
務
組
合
議
員
 

愛
北
広
域
事
務
組
合
 

　
木
野
春
徳
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。 

  

鈴
木
義
彦
 

　
今
回
の
占
用
料
の
改
正
は
、道
路
法
施
行

令
の
見
直
し
、愛
知
県
の
条
例
の
一
部
改
正

に
合
わ
せ
た
も
の
。
占
用
料
は
、町
の
実
情

に
合
っ
た
改
正
内
容
と
考
え
る
。 

反
対
討
論
 

賛
成
討
論
 

賛
否
が
分
か
れ
た
1
議
案
の
 

　
討
論
要
旨
は
左
の
と
お
り
で
す
 

　
12
月
議
会
に
提
出
さ
れ
た
10
件
の
請

願
、6
件
の
陳
情
は
、所
管
の
常
任
委
員

会
で
審
査
し
ま
し
た
。
 

 【
請
願
】 

 ・
障
害
児
者
の
生
き
る
基
盤
と
な
る
「
暮
ら
し

の
場
」の
早
急
な
整
備
を
求
め
る
請
願
書
 

（
全
員
賛
成
で
採
択
） 

 ・
後
期
高
齢
者
の
保
険
料
軽
減
特
例
の
恒
久

化
を
求
め
る
請
願
書
 

（
賛
成
少
数
で
不
採
択
） 

 ・
福
祉
医
療
助
成
に
係
る
国
民
健
康
保
険
の

国
庫
負
担
減
額
調
整
措
置
の
廃
止
を
求
め

る
請
願
書
 

（
賛
成
少
数
で
不
採
択
） 

・
18
歳
年
度
末
ま
で
の
医
療
費
無
料
制
度
創

設
を
求
め
る
請
願
書
 

（
賛
成
少
数
で
不
採
択
） 

 ・
介
護
保
険
制
度
の
改
善
を
求
め
る
請
願
書
 

（
賛
成
少
数
で
不
採
択
） 

 ・
若
者
も
高
齢
者
も
安
心
の
年
金
制
度
の
確

立
を
求
め
る
請
願
書
 

（
賛
成
少
数
で
不
採
択
） 

 ・
社
会
保
障
制
度
の
国
民
負
担
増
や
給
付
削

減
を
や
め
、国
の
予
算
で
改
善
を
求
め
る
請

願
書
 

（
賛
成
少
数
で
不
採
択
） 

・
介
護
・
福
祉
・
医
療
な
ど
社
会
保
障
の
施
策

拡
充
に
つ
い
て
の
請
願
書
 

（
賛
成
少
数
で
不
採
択
） 

 ・
福
祉
医
療
制
度
を
守
り
、拡
充
を
求
め
る
請

願
書
 

（
賛
成
少
数
で
不
採
択
） 

・
市
町
村
国
民
健
康
保
険
へ
の
事
業
費
補
助

金
復
活
を
求
め
る
請
願
書
 

（
賛
成
少
数
で
不
採
択
） 

請
願
者
 

愛
知
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
実
行
委
員
会
 

代
表
者
　
森
谷
光
夫
 

紹
介
議
員
 

吉
田
　
正
 

 

【
陳
情
】 

 ・
天
皇
の
皇
位
継
承
が
安
定
的
に
継
承
さ
れ

る
為
の
陳
情
 

（
聞
き
置
く
） 

陳
情
者
 

今
枝
正
晴
 

・
「
介
護
従
事
者
の
勤
務
環
境
改
善
及
び
処

遇
改
善
の
実
現
」
を
求
め
る
陳
情
 

（
聞
き
置
く
） 

陳
情
者
 

愛
知
県
医
療
介
護
福
祉
労
働
組
合
連
合
会
 

執
行
委
員
長
　
西
野
ル
ミ
子
 

 ・
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
の
実
現
と
夜
勤

交
替
制
労
働
の
改
善
を
求
め
る
陳
情
書
 

（
聞
き
置
く
） 

陳
情
者
 

愛
知
県
医
療
介
護
福
祉
労
働
組
合
連
合
会
 

執
行
委
員
長
　
西
野
ル
ミ
子
 

 ・
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
医
療
提
供
体
制
の

確
保
を
求
め
る
陳
情
書
 

（
聞
き
置
く
） 

陳
情
者
 

愛
知
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会
 

議
長
　
森
谷
光
夫
 

愛
知
県
医
療
介
護
福
祉
労
働
組
合
連
合
会
 

執
行
委
員
長
　
西
野
ル
ミ
子
 

 

・
沖
縄
県
議
会
の〈
米
軍
北
部
訓
練
場
ヘ
リ
パ

ッ
ド
建
設
に
関
す
る
意
見
書
〉を
支
持
す
る

意
見
書
提
出
に
関
す
る
陳
情
 （

聞
き
置
く
） 

陳
情
者
 

岩
間
和
枝
 

・
商
工
会
を
中
心
と
し
た
地
域
商
工
業
振
興

に
対
す
る
支
援
体
制
の
拡
充
 

（
全
員
賛
成
で
採
択
） 

陳
情
者
 

愛
知
県
商
工
会
連
合
会
 

会
長
　
森
田
哲
夫
 

大
口
町
商
工
会
 

会
長
　
宮
地
計
年
 

　
　
　
他
3
名
 

 　
1
議
案
を
全
員
賛
成
で
可
決
し
、
議

会
か
ら
国
の
機
関
な
ど
へ
意
見
書
を
送

付
し
ま
し
た
。
 

 ・
障
が
い
児
者
の
生
活
基
盤
を
確
保
す
る
た

め
の
支
援
整
備
を
求
め
る
意
見
書
 

 

議
員
提
出
議
案 

委
員
会
構
成
等
の
変
更 

※
文
教
福
祉
常
任
委
員
会
及
び
議
会
運
営
委

員
会
の
委
員
は
、定
数
に
対
し
1
人
欠
員
。 

　
大
島
保
憲
議
員
の
逝
去
に
伴
い
、欠
員
と
な
っ
た
委
員
長
等
を
次
の
と
お
り
決
定

し
ま
し
た
。
 

文
教
福
祉
常
任
委
員
会
 

　
委
員
長
　
柘
植
　
満
 

議
会
運
営
委
員
会
 

　
副
委
員
長
　
倉
知
敏
美
 

各
種
委
員
会
委
員
 

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
 

　
酒
井
正
宗
 

一
部
事
務
組
合
議
員
 

愛
北
広
域
事
務
組
合
 

　
木
野
春
徳
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追　跡 追　跡 
1年前の一般質問から 1年前の一般質問から 議会だよりでは、1年前の一般質問から2題を選び、あれからどうなっ

たかを調査しました。 

6議員が質問 町政を問う 町政を問う 
一
般
質
問 

ここ
が聞きたい!

町政を問う 町政を問う 
伊藤　浩 

吉田　正 

柘植　満 

宮田和美 

岡　孝夫 

丹羽　勉 

「一般質問」とは、行財政にわたる議員主導による政策の議論です。（通告順） 

空き家発生の抑制対策を 
新教育委員会制度　新教育長としての決意や抱負は 

中小企業・小規模企業振興条例の制定を 
国保税を引き下げよ 

民生委員・児童委員の活動の見直しを 
町オリジナルの婚姻届・出生届の作成を 

花いっぱい運動を 
免許証の返納　運転経歴証明書の手数料の補助を 

町地域防災計画　毎年検討され、必要時は修正されているか 
感震ブレーカーの普及に向けて 

3年間の鈴木町政を振り返って 
若い世代の定住と雇用創出を 

P12 

P13 

P14 

P15 

P16 

P17

観光客に歴史を紹介するボランテ
ィアガイドを育成できないか。 
 
町民、まちづくり団体の皆さんに対
する出張講座等で普及啓発活動を
行い、地域の方々と一緒に検討し
ていきたい。 

船
戸
光
夫
 

平
成
２７
年
１２
月
定
例
会
 

観光ボランティアの育成を 

問 

答 

まちのカレンダー等で分別指示が
されているが、見るものによって異
なる。 
 
分別方法は定着してきているが、月
に数回問合せがあり、判断に迷わ
れている現状もある。誰にでも分
かりやすくしていきたい。 

岡
　
孝
夫
 

ごみの分別 

問 

答 

28年6月から8月まで、堀尾氏やボラ
ンティアガイドに関する生涯学習講座
を開講。その後受講者は月1回集まり、
勉強会や現地でガイドの練習を積み重
ねている。 

質問者の満足度 住民の方々の取組みは誇らし
く、嬉しく思います。今後も観
光振興・住民協働での松江市・
大口町の発展を期待します。 

現状、町HPに「50音別ごみ分別早見表」
を掲載中。また、町広報に「環境だより」
コーナーを新設。本年6～9月号、12月
号で周知し、地区集積場の掲示板も分
別啓発動画を基に修正した。 

質問者の満足度 50音別ごみ分別早見
表にはポイントもあり、
分かりやすい。 
冊子化が望まれる。 

こ
う
な
っ
た
 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

がんばれ 

一
　
般 

質
　
問 

まあまあ 

大
島
保
憲
議
員
追
悼
 

　
大
島
保
憲
議
員
（
７２
）
が
、
平
成
２８
年
１１
月
7
日
に
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。
 

　
町
議
会
は
、
１２
月
定
例
会
初
日
（
１１
月
２５
日
）
の
冒
頭
、

黙
と
う
を
捧
げ
、
哀
悼
の
意
を
表
す
と
と
も
に
、
議
会
を
代

表
し
、
丹
羽
勉
議
長
が
お
別
れ
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
 

　
こ
こ
に
大
島
保
憲
議
員
の
あ
り
し
日
の
面
影
を
偲
び
、
心

よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
 

大
口
町
議
会
議
員
一
同
 

「
お
別
れ
の
言
葉
」
 

 

　
大
口
町
議
会
を
代
表
し
、

謹
ん
で
お
別
れ
の
言
葉
を
申

し
上
げ
ま
す
。
 

　
大
島
保
憲
議
員
、
あ
な
た

の
逝
去
の
報
に
接
し
、
驚
き

を
隠
し
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
週
間
ほ
ど
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
と
お
っ
し
ゃ
っ
た

ば
か
り
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

そ
の
わ
ず
か
一
週
間
後
に
、

こ
ん
な
悲
報
を
聞
く
こ
と
を

誰
が
想
像
で
き
た
こ
と
で
し

ょ
う
。
 

　
自
分
の
こ
と
は
二
の
次
に

し
て
、
毎
月
開
催
す
る
常
任

委
員
会
協
議
会
や
間
近
に
迫

っ
た
町
民
の
皆
さ
ん
と
の
意

見
交
換
会
の
準
備
に
も
先
陣

を
切
っ
て
取
り
組
ま
れ
て
い

た
に
も
関
わ
ら
ず
、
意
見
交

換
会
に
さ
え
出
席
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
叶
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
さ
ぞ
無
念
で
あ
っ
た

で
し
ょ
う
。
 

　
あ
な
た
の
遺
徳
を
偲
び
、

遺
訓
を
守
り
、
ご
遺
志
を
引

き
継
ぎ
、
大
口
町
発
展
の
た

め
尽
力
を
し
て
ま
い
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。
 

　
名
残
は
尽
き
ま
せ
ん
が
、

大
口
町
の
発
展
を
、
同
僚
議

員
の
活
動
を
、
大
島
家
の
皆

さ
ん
を
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

　
こ
れ
ま
で
、
あ
な
た
と
交

流
で
き
た
こ
と
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
 

　
ど
う
か
安
ら
か
に
お
眠
り

く
だ
さ
い
。
ご
冥
福
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
 

 平
成
28
年
11
月
25
日
 

　
　
大
口
町
議
会
 

議
長
　
丹
羽
　
勉
 

平
成
２３
年
4
月
 

平
成
２５
年
5
月
 

平
成
２７
年
5
月
 

平
成
２８
年
5
月
 

－ 役職歴 － 

町
議
会
議
員
に
初
当
選
 

文
教
福
祉
常
任
委
員
会
副
委
員
長
 

副
議
長
 

文
教
福
祉
常
任
委
員
会
委
員
長
 

議
会
運
営
委
員
会
副
委
員
長
 

議員控室にて談笑する大島議員 

平成28年7月27日　いじめ防止対策で大津市を視察 
大津市議会議場にて 

お別れの言葉を述べる丹羽議長 

おおぐち議会だより　No.210
平成  29年1月27日発行 

おおぐち議会だより　No.210
平成  29年1月27日発行 11 10



追　跡 追　跡 
1年前の一般質問から 1年前の一般質問から 議会だよりでは、1年前の一般質問から2題を選び、あれからどうなっ

たかを調査しました。 

6議員が質問 町政を問う 町政を問う 
一
般
質
問 

ここ
が聞きたい!

町政を問う 町政を問う 
伊藤　浩 

吉田　正 

柘植　満 

宮田和美 

岡　孝夫 

丹羽　勉 

「一般質問」とは、行財政にわたる議員主導による政策の議論です。（通告順） 

空き家発生の抑制対策を 
新教育委員会制度　新教育長としての決意や抱負は 

中小企業・小規模企業振興条例の制定を 
国保税を引き下げよ 

民生委員・児童委員の活動の見直しを 
町オリジナルの婚姻届・出生届の作成を 

花いっぱい運動を 
免許証の返納　運転経歴証明書の手数料の補助を 

町地域防災計画　毎年検討され、必要時は修正されているか 
感震ブレーカーの普及に向けて 

3年間の鈴木町政を振り返って 
若い世代の定住と雇用創出を 

P12 

P13 

P14 

P15 

P16 

P17

観光客に歴史を紹介するボランテ
ィアガイドを育成できないか。 
 
町民、まちづくり団体の皆さんに対
する出張講座等で普及啓発活動を
行い、地域の方々と一緒に検討し
ていきたい。 

船
戸
光
夫
 

平
成
２７
年
１２
月
定
例
会
 

観光ボランティアの育成を 

問 

答 

まちのカレンダー等で分別指示が
されているが、見るものによって異
なる。 
 
分別方法は定着してきているが、月
に数回問合せがあり、判断に迷わ
れている現状もある。誰にでも分
かりやすくしていきたい。 

岡
　
孝
夫
 

ごみの分別 

問 

答 

28年6月から8月まで、堀尾氏やボラ
ンティアガイドに関する生涯学習講座
を開講。その後受講者は月1回集まり、
勉強会や現地でガイドの練習を積み重
ねている。 

質問者の満足度 住民の方々の取組みは誇らし
く、嬉しく思います。今後も観
光振興・住民協働での松江市・
大口町の発展を期待します。 

現状、町HPに「50音別ごみ分別早見表」
を掲載中。また、町広報に「環境だより」
コーナーを新設。本年6～9月号、12月
号で周知し、地区集積場の掲示板も分
別啓発動画を基に修正した。 

質問者の満足度 50音別ごみ分別早見
表にはポイントもあり、
分かりやすい。 
冊子化が望まれる。 

こ
う
な
っ
た
 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

がんばれ 

一
　
般 

質
　
問 

まあまあ 

大
島
保
憲
議
員
追
悼
 

　
大
島
保
憲
議
員
（
７２
）
が
、
平
成
２８
年
１１
月
7
日
に
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。
 

　
町
議
会
は
、
１２
月
定
例
会
初
日
（
１１
月
２５
日
）
の
冒
頭
、

黙
と
う
を
捧
げ
、
哀
悼
の
意
を
表
す
と
と
も
に
、
議
会
を
代

表
し
、
丹
羽
勉
議
長
が
お
別
れ
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
 

　
こ
こ
に
大
島
保
憲
議
員
の
あ
り
し
日
の
面
影
を
偲
び
、
心

よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
 

大
口
町
議
会
議
員
一
同
 

「
お
別
れ
の
言
葉
」
 

 

　
大
口
町
議
会
を
代
表
し
、

謹
ん
で
お
別
れ
の
言
葉
を
申

し
上
げ
ま
す
。
 

　
大
島
保
憲
議
員
、
あ
な
た

の
逝
去
の
報
に
接
し
、
驚
き

を
隠
し
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
週
間
ほ
ど
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
と
お
っ
し
ゃ
っ
た

ば
か
り
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

そ
の
わ
ず
か
一
週
間
後
に
、

こ
ん
な
悲
報
を
聞
く
こ
と
を

誰
が
想
像
で
き
た
こ
と
で
し

ょ
う
。
 

　
自
分
の
こ
と
は
二
の
次
に

し
て
、
毎
月
開
催
す
る
常
任

委
員
会
協
議
会
や
間
近
に
迫

っ
た
町
民
の
皆
さ
ん
と
の
意

見
交
換
会
の
準
備
に
も
先
陣

を
切
っ
て
取
り
組
ま
れ
て
い

た
に
も
関
わ
ら
ず
、
意
見
交

換
会
に
さ
え
出
席
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
叶
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
さ
ぞ
無
念
で
あ
っ
た

で
し
ょ
う
。
 

　
あ
な
た
の
遺
徳
を
偲
び
、

遺
訓
を
守
り
、
ご
遺
志
を
引

き
継
ぎ
、
大
口
町
発
展
の
た

め
尽
力
を
し
て
ま
い
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。
 

　
名
残
は
尽
き
ま
せ
ん
が
、

大
口
町
の
発
展
を
、
同
僚
議

員
の
活
動
を
、
大
島
家
の
皆

さ
ん
を
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

　
こ
れ
ま
で
、
あ
な
た
と
交

流
で
き
た
こ
と
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
 

　
ど
う
か
安
ら
か
に
お
眠
り

く
だ
さ
い
。
ご
冥
福
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
 

 平
成
28
年
11
月
25
日
 

　
　
大
口
町
議
会
 

議
長
　
丹
羽
　
勉
 

平
成
２３
年
4
月
 

平
成
２５
年
5
月
 

平
成
２７
年
5
月
 

平
成
２８
年
5
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町
議
会
議
員
に
初
当
選
 

文
教
福
祉
常
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副
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長
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長
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福
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委
員
会
委
員
長
 

議
会
運
営
委
員
会
副
委
員
長
 

議員控室にて談笑する大島議員 

平成28年7月27日　いじめ防止対策で大津市を視察 
大津市議会議場にて 

お別れの言葉を述べる丹羽議長 
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空
き
家
の
総
物
件
数

は
。
ま
た
、
多
い
地

区
は
ど
こ
か
。
 自

治
組
織
や

区
の
情
報
に

よ
る
と
1
0
9
件
。
多
い
地

区
は
、
下
小
口
（
20
件
）
や

上
小
口
（
19
件
）
で
あ
る
。
 

空
き
家
を
解
体
す
る

と
き
の
短
所
は
。
 

費
用
が
高
額

に
な
り
、
住

宅
用
地
特
例
が
適
用
さ
れ
な

い
。
更
地
に
し
た
場
合
は
、

空
き
家
が
あ
っ
た
従
前
よ
り

約
4
・
2
倍
固
定
資
産
税
が

増
え
る
。
 

近
隣
自
治
体
の
空
き

家
発
生
の
抑
制
対
策

を
実
施
し
た
ら
ど
う
か
。
 

来
年
度
、
犬

山
市
や
小
牧

市
の
取
組
み
も
参
考
に
し
な

が
ら
、
空
き
家
等
対
策
計
画

の
策
定
を
予
定
し
て
い
る
。

今
後
は
、
そ
の
計
画
に
基
づ

き
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。
 

 

新
教
育
委
員
会
制
度

が
導
入
さ
れ
た
理
由

は
。
 

地
方
教
育
行
政

の
責
任
の
明
確
化
、

迅
速
な
危
機
管
理
体
制
の
構

築
、
首
長
と
の
連
携
、
地
方

に
対
す
る
国
の
関
与
の
見
直

し
等
、
従
来
の
制
度
で
不
十

分
だ
っ
た
こ
と
を
改
善
す
る

た
め
。
 

教
育
委
員
会
議
や
総

合
教
育
会
議
の
開
催

日
の
周
知
は
。
 

教
育
委
員
会
議

は
毎
月
月
末
に
、

総
合
教
育
会
議
は
随
時
開
催

す
る
。
こ
れ
ら
は
開
催
日
の

1
週
間
前
を
め
ど
に
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
新
着
情
報
で
確

認
で
き
る
。
 

新
教
育
長
と
し
て
の

決
意
や
抱
負
は
。
 

新
制
度
が
導
入
さ

れ
た
理
由
の
経
緯

を
十
分
認
識
し
、
教
育
行
政

を
進
め
た
い
。
教
育
は
人
づ

く
り
で
あ
り
、
学
校
教
育
は

生
涯
教
育
の
基
盤
。
「
家
庭

学
習
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
や
「
大

口
学
び
ス
タ
イ
ル
」
を
着
実

に
実
践
し
学
力
の
底
上
げ
を

図
り
、
県
と
一
体
の
「
モ
ラ

ル
向
上
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
な

ど
、
徳
育
に
も
力
を
入
れ
地

域
の
子
ど
も
へ
の
関
心
を
高

め
た
い
。
 

　
教
育
に
関
す
る
大
綱
は
、

町
長
と
教
育
委
員
会
が
共
有

し
、
そ
の
理
念
を
羅
針
盤
と

し
て
い
き
た
い
。
 

伊
藤 

伊
藤 

伊
藤 

伊
藤 

伊
藤 

伊
藤 

総
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長 
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部
長 

教
育
長 
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業
建
設
部
長 
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業
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部
長 

産
業
建
設
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長 
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吉
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正

 

防犯・防災上、周辺に影響も 
（出典：国土交通省HP） 

新
教
育
長
と
し
て
の
決
意
や
抱
負
は
 

教
育
長 

学
力
の
底
上
げ
と
モ
ラ
ル
の
向
上
を
 

新
教
育
委
員
会
制
度 

空き家発生の抑制対策を 
部長 来年度 空き家等対策計画策定を検討 

所得500万円 国保 協会けんぽ 共済組合 
負担率 

年間保険料 
9.79% 

489,300円 
8.11% 

405,693円 
6.97% 

348,390円 

犬
山
市
は
、
平
成
30

年
度
に
条
例
を
制
定

す
る
と
聞
い
て
い
る
。
 

町
内
事
業
所

の
9
割
以
上

を
占
め
る
中
小
企
業
・
小
規

模
企
業
の
活
発
な
活
動
と
事

業
展
開
の
後
押
し
は
、
町
全

体
を
盛
り
上
げ
る
原
動
力
に

な
る
。
 

　
商
工
会
が
開
催
し
た
9
地

区
で
の
説
明
会
で
町
補
助
制

度
を
説
明
し
、
利
用
を
増
や

す
努
力
を
し
て
い
る
。
 

中
小
企
業
や
小
規
模

企
業
に
補
助
制
度
を

P
R
す
る
だ
け
で
な
く
、
仕

事
を
ま
わ
す
ル
ー
ル
と
し
て
、

条
例
制
定
が
必
要
。
 

町
の
補
助
制
度
を

ま
と
め
た
「
企
業

支
援
ガ
イ
ド
」
は
、
商
工
会

か
ら
中
小
企
業
や
信
用
保
証

協
会
の
方
々
と
議
論
す
る
中

で
作
成
し
た
経
緯
が
あ
る
。

理
念
条
例
制
定
よ
り
も
、
施

策
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。
 

 

国
保
が
高
い
こ
と
は
、

9
月
議
会
の
質
問
で

明
ら
か
。
引
き
下
げ
る
べ
き

で
は
。
 

国
保
が
高
い

の
は
加
入
者

に
高
齢
・
低
所
得
の
方
が
多

く
、
他
の
医
療
制
度
の
2
倍
、

医
療
費
が
か
か
っ
て
い
る
こ

と
、
他
の
医
療
制
度
は
被
扶

養
者
が
増
え
て
も
保
険
料
が

増
え
な
い
こ
と
。
 

会
社
に
在
籍
し
て
い

る
間
に
、
病
気
を
治

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
。
協

会
け
ん
ぽ
と
連
携
し
、
が
ん

検
診
な
ど
の
受
診
率
を
向
上

さ
せ
、
国
保
医
療
費
の
低
減

を
。
 

医
療
費
は
、

生
活
習
慣
病

と
言
わ
れ
る
疾
病
に
よ
り
年
々

増
加
。
協
会
け
ん
ぽ
と
意
見

交
換
し
な
が
ら
、
連
携
に
向

け
、
何
が
で
き
る
か
勉
強
し

て
い
き
た
い
。
 

一
宮
市
は
18
歳
（
被

扶
養
者
）
ま
で
の
均

等
割
を
3
割
減
額
し
て
い
る
。

町
も
見
習
っ
て
。
 

地
方
か
ら
国

に
対
し
、
国

の
負
担
に
よ
る
高
校
生
以
下

の
均
等
割
の
軽
減
措
置
導
入

の
要
望
を
提
出
。
社
会
保
障

制
度
改
革
の
中
で
議
論
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
 

吉
田 

吉
田 

吉
田 

吉
田 

吉
田 

副
町
長 

産
業
建
設
部
長 

健
康
福
祉
部
参
事 

健
康
福
祉
部
参
事 

健
康
福
祉
部
参
事 

国
保
税
を
引
き
下
げ
よ
 

参
事 

国
保
は
2
倍
の
医
療
費
が
か
か
っ
て
い
る
 

中小企業・小規模企業振興条例の制定を 
副町長 理念よりも施策を充実させる 

※家族構成「40歳代の夫婦・10歳代の子ども2人」、世帯収入「夫の給
与のみ」、「固定資産なし」の場合での比較。 

　他に、「障害児者の生活基盤
となる地域生活支援拠点の整
備は」、「災害の教訓を残すた
めに、町史の編纂を」について、
一般質問をしました。 

文部科学省HPより抜粋 

○教育委員長と教育長を一本化した新「教
育長」の設置 

○教育長へのチェック機能の強化と会議
の透明化 

○すべての地方自治体に「総合教育会議」
を設置 

○教育に関する「大綱」を首長が策定 

新教育委員会制度の概要（H27.4.1施行） 

さん 
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。
 

医
療
費
は
、

生
活
習
慣
病

と
言
わ
れ
る
疾
病
に
よ
り
年
々

増
加
。
協
会
け
ん
ぽ
と
意
見

交
換
し
な
が
ら
、
連
携
に
向

け
、
何
が
で
き
る
か
勉
強
し

て
い
き
た
い
。
 

一
宮
市
は
18
歳
（
被

扶
養
者
）
ま
で
の
均

等
割
を
3
割
減
額
し
て
い
る
。

町
も
見
習
っ
て
。
 

地
方
か
ら
国

に
対
し
、
国

の
負
担
に
よ
る
高
校
生
以
下

の
均
等
割
の
軽
減
措
置
導
入

の
要
望
を
提
出
。
社
会
保
障

制
度
改
革
の
中
で
議
論
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
 

吉
田 

吉
田 

吉
田 

吉
田 

吉
田 

副
町
長 

産
業
建
設
部
長 

健
康
福
祉
部
参
事 

健
康
福
祉
部
参
事 

健
康
福
祉
部
参
事 

国
保
税
を
引
き
下
げ
よ
 

参
事 

国
保
は
2
倍
の
医
療
費
が
か
か
っ
て
い
る
 

中小企業・小規模企業振興条例の制定を 
副町長 理念よりも施策を充実させる 

※家族構成「40歳代の夫婦・10歳代の子ども2人」、世帯収入「夫の給
与のみ」、「固定資産なし」の場合での比較。 

　他に、「障害児者の生活基盤
となる地域生活支援拠点の整
備は」、「災害の教訓を残すた
めに、町史の編纂を」について、
一般質問をしました。 

文部科学省HPより抜粋 

○教育委員長と教育長を一本化した新「教
育長」の設置 

○教育長へのチェック機能の強化と会議
の透明化 

○すべての地方自治体に「総合教育会議」
を設置 

○教育に関する「大綱」を首長が策定 

新教育委員会制度の概要（H27.4.1施行） 

さん 
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柘 植 　 満  

一
　
般 

質
　
問 

柘

植

　

満

 

民
生
委
員
・
児
童
委

員
の
選
任
が
困
難
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
問
題
点

は
。
 

各
委
員
の
活

動
は
、
赤
ち

ゃ
ん
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
幅

広
い
年
齢
層
や
障
が
い
の
あ

る
方
が
対
象
。
少
子
高
齢
化

の
進
展
等
に
伴
い
、
活
動
内

容
が
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
 

活
動
が
多
様
で
忙
し

く
、
大
変
と
の
声
も

あ
る
。
見
直
し
を
考
え
て
い

る
か
。
 

各
委
員
の
自

主
活
動
を
尊

重
し
た
上
で
、
皆
さ
ん
と
相

談
し
な
が
ら
、
各
種
事
業
の

見
直
し
の
検
討
を
進
め
て
い

く
。
 

地
域
の
事
業
も
多
く
、

出
費
も
多
い
。
現
状

に
合
わ
せ
て
活
動
費
を
上
げ

て
は
。
 

交
通
費
等
の

実
費
相
当
分

と
し
て
、
毎
月
、
県
と
町
か

ら
各
4
8
5
0
円
の
活
動
費

を
支
援
。
ま
た
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
協
議
会
の
運
営
費

と
し
て
、
町
か
ら
年
間
約
23

万
円
を
補
助
し
て
い
る
。
現

在
の
活
動
内
容
を
勘
案
し
、

町
と
し
て
は
適
切
な
金
額
と

考
え
る
。
 

 

結
婚
・
出
産
は
、
人

生
の
大
き
な
節
目
で

あ
り
、
生
涯
の
思
い
出
。
全

国
的
に
も
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

届
出
用
紙
を
作
成
す
る
自
治

体
が
増
え
て
い
る
。
町
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
婚
姻
届
を
作
成
し

て
は
。
 

婚
姻
届
の
提

出
の
際
、
戸

籍
担
当
の
窓
口
付
近
で
記
念

撮
影
さ
れ
る
光
景
を
見
か
け

る
。
町
と
し
て
は
、
「
結
婚

と
い
う
人
生
の
節
目
を
迎
え

ら
れ
る
方
々
を
祝
福
し
、
愛

着
を
持
っ
て
定
住
し
て
い
た

だ
く
」
、
そ
ん
な
想
い
を
込

め
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
婚
姻
届

の
作
成
を
、
先
進
事
例
を
参

考
に
検
討
し
た
い
。
 

同
様
に
、
町
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
出
生
届
の
作

成
は
。
 

出
生
届
に
は
、

出
産
さ
れ
た

病
院
等
で
証
明
が
必
要
。
窓

口
へ
出
生
届
を
取
り
に
み
え

る
方
は
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、

現
在
の
届
出
用
紙
で
対
応
し

て
い
き
た
い
。
 

柘
植 

柘
植 

柘
植 

柘
植 

柘
植 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
参
事 

健
康
福
祉
部
参
事 

現
在
、
町
で
は
こ
れ

と
い
っ
た
目
玉
が
な

い
。
花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
。
 

　
中
学
校
東
側
の
町
の
メ
イ

ン
道
路
（
柏
森
大
口
線
）
の

花
壇
を
復
活
で
き
な
い
か
。
 

以
前
、
生
徒

が
環
境
美
化

活
動
の
一
環
で
花
を
植
え
て

い
た
が
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

変
更
、
交
通
安
全
上
な
ど
の

問
題
で
継
続
が
難
し
く
な
っ

て
い
る
。
地
域
か
ら
「
自
転

車
の
通
行
帯
に
」
と
の
声
も

あ
る
た
め
、
環
境
美
化
・
安

全
安
心
の
両
面
か
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
。
 

北
地
域
自
治
組
織
に
、

外
坪
と
仲
沖
に
美
し

い
花
壇
を
作
っ
て
い
た
だ
い

た
。
全
町
に
展
開
で
き
な
い

か
。
 

地
域
の
そ
う

し
た
活
動
を

モ
デ
ル
と
し
て
広
報
等
で
紹

介
。
全
町
に
広
が
る
よ
う
期

待
し
た
い
。
 

ハ
ー
ト
フ
ル
大
口
に

苗
を
育
て
て
も
ら
う

な
ど
協
力
し
て
も
ら
い
、
「
一

鉢
運
動
」
で
美
し
い
町
に
し

て
は
。
 

町
は
緑
化
推

進
事
業
と
し

て
、
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
で
毎

年
約
2
0
0
本
の
苗
木
を
配

布
し
、
緑
化
運
動
を
進
め
て

い
る
。
一
鉢
運
動
は
、
各
家

庭
で
進
め
て
い
た
だ
け
た
ら

と
考
え
る
。
 

 

全
国
的
に
高
齢
者
の

交
通
事
故
が
多
発
。

運
転
免
許
証
返
納
の
話
題
が

報
道
さ
れ
て
い
る
。
免
許
証

を
自
主
返
納
さ
れ
る
人
に
対

し
、
運
転
経
歴
証
明
書
手
数

料
1
0
0
0
円
を
補
助
で
き

な
い
か
。
 

免
許
証
の
返

納
は
強
制
で

な
く
、
個
人
の
考
え
を
尊
重

す
る
観
点
か
ら
、
手
数
料
を

補
助
す
る
考
え
は
な
い
。
た

だ
、
返
納
制
度
の
周
知
・
理

解
は
重
要
。
住
民
に
啓
発
し
、

交
通
安
全
に
努
め
て
い
く
。
 

商
工
会
と
連
携
し
、

買
い
物
の
際
に
提
示

す
れ
ば
割
引
し
て
も
え
る
よ

う
な
運
転
経
歴
証
明
書
の
活

用
は
。
 

愛
知
県
の
「
高

齢
者
運
転
免

許
自
主
返
納
サ
ポ
ー
タ
ー
制

度
」
で
は
、
指
定
店
舗
で
証

明
書
を
提
示
す
る
と
、
割
引

等
の
特
典
が
受
け
ら
れ
る
。

商
工
会
に
サ
ポ
ー
タ
ー
加
入

を
提
案
し
た
い
。
 

返
納
者
に
、
町
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
回

数
券
を
支
給
し
て
は
。
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
は
、

高
齢
者
の
安
全
な
移
動
手
段

と
し
て
も
重
要
な
財
産
。
高

齢
者
の
暮
ら
し
の
足
の
確
保

に
向
け
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

等
の
研
究
に
含
め
て
検
討
す

る
。
 

宮
田 

宮
田 

宮
田 

宮
田 

宮
田 

宮
田 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

一
　
般 

質
　
問 

宮

田

和

美

 

運転経歴証明書の手数料の補助を 
部長 補助は考えていない 

免許証の返納 

仲沖のふれあいかだん 

運転経歴証明書は、運転免許証と同じ
サイズのカード型（出典：愛知県警察HP） 

花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
 

部
長 

地
域
の
活
動
を
広
報
で
紹
介
、全
町
的
な
広
が
り
を
期
待 

町
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
婚
姻
届
・
出
生
届
の
作
成
を
 

参
事 

婚
姻
届
の
作
成
を
検
討
 

民生委員・児童委員の活動の見直しを 
部長 各委員と相談しながら検討していきたい 

幸せの象徴のイルカをモチーフに（出典：沼津市HP） 

宮 田 和 美  
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民
生
委
員
・
児
童
委

員
の
選
任
が
困
難
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
問
題
点

は
。
 

各
委
員
の
活

動
は
、
赤
ち

ゃ
ん
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
幅

広
い
年
齢
層
や
障
が
い
の
あ

る
方
が
対
象
。
少
子
高
齢
化

の
進
展
等
に
伴
い
、
活
動
内

容
が
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
 

活
動
が
多
様
で
忙
し

く
、
大
変
と
の
声
も

あ
る
。
見
直
し
を
考
え
て
い

る
か
。
 

各
委
員
の
自

主
活
動
を
尊

重
し
た
上
で
、
皆
さ
ん
と
相

談
し
な
が
ら
、
各
種
事
業
の

見
直
し
の
検
討
を
進
め
て
い

く
。
 

地
域
の
事
業
も
多
く
、

出
費
も
多
い
。
現
状

に
合
わ
せ
て
活
動
費
を
上
げ

て
は
。
 

交
通
費
等
の

実
費
相
当
分

と
し
て
、
毎
月
、
県
と
町
か

ら
各
4
8
5
0
円
の
活
動
費

を
支
援
。
ま
た
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
協
議
会
の
運
営
費

と
し
て
、
町
か
ら
年
間
約
23

万
円
を
補
助
し
て
い
る
。
現

在
の
活
動
内
容
を
勘
案
し
、

町
と
し
て
は
適
切
な
金
額
と

考
え
る
。
 

 

結
婚
・
出
産
は
、
人

生
の
大
き
な
節
目
で

あ
り
、
生
涯
の
思
い
出
。
全

国
的
に
も
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

届
出
用
紙
を
作
成
す
る
自
治

体
が
増
え
て
い
る
。
町
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
婚
姻
届
を
作
成
し

て
は
。
 

婚
姻
届
の
提

出
の
際
、
戸

籍
担
当
の
窓
口
付
近
で
記
念

撮
影
さ
れ
る
光
景
を
見
か
け

る
。
町
と
し
て
は
、
「
結
婚

と
い
う
人
生
の
節
目
を
迎
え

ら
れ
る
方
々
を
祝
福
し
、
愛

着
を
持
っ
て
定
住
し
て
い
た

だ
く
」
、
そ
ん
な
想
い
を
込

め
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
婚
姻
届

の
作
成
を
、
先
進
事
例
を
参

考
に
検
討
し
た
い
。
 

同
様
に
、
町
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
出
生
届
の
作

成
は
。
 

出
生
届
に
は
、

出
産
さ
れ
た

病
院
等
で
証
明
が
必
要
。
窓

口
へ
出
生
届
を
取
り
に
み
え

る
方
は
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、

現
在
の
届
出
用
紙
で
対
応
し

て
い
き
た
い
。
 

柘
植 

柘
植 

柘
植 

柘
植 

柘
植 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
参
事 

健
康
福
祉
部
参
事 

現
在
、
町
で
は
こ
れ

と
い
っ
た
目
玉
が
な

い
。
花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
。
 

　
中
学
校
東
側
の
町
の
メ
イ

ン
道
路
（
柏
森
大
口
線
）
の

花
壇
を
復
活
で
き
な
い
か
。
 

以
前
、
生
徒

が
環
境
美
化

活
動
の
一
環
で
花
を
植
え
て

い
た
が
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

変
更
、
交
通
安
全
上
な
ど
の

問
題
で
継
続
が
難
し
く
な
っ

て
い
る
。
地
域
か
ら
「
自
転

車
の
通
行
帯
に
」
と
の
声
も

あ
る
た
め
、
環
境
美
化
・
安

全
安
心
の
両
面
か
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
。
 

北
地
域
自
治
組
織
に
、

外
坪
と
仲
沖
に
美
し

い
花
壇
を
作
っ
て
い
た
だ
い

た
。
全
町
に
展
開
で
き
な
い

か
。
 

地
域
の
そ
う

し
た
活
動
を

モ
デ
ル
と
し
て
広
報
等
で
紹

介
。
全
町
に
広
が
る
よ
う
期

待
し
た
い
。
 

ハ
ー
ト
フ
ル
大
口
に

苗
を
育
て
て
も
ら
う

な
ど
協
力
し
て
も
ら
い
、
「
一

鉢
運
動
」
で
美
し
い
町
に
し

て
は
。
 

町
は
緑
化
推

進
事
業
と
し

て
、
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
で
毎

年
約
2
0
0
本
の
苗
木
を
配

布
し
、
緑
化
運
動
を
進
め
て

い
る
。
一
鉢
運
動
は
、
各
家

庭
で
進
め
て
い
た
だ
け
た
ら

と
考
え
る
。
 

 

全
国
的
に
高
齢
者
の

交
通
事
故
が
多
発
。

運
転
免
許
証
返
納
の
話
題
が

報
道
さ
れ
て
い
る
。
免
許
証

を
自
主
返
納
さ
れ
る
人
に
対

し
、
運
転
経
歴
証
明
書
手
数

料
1
0
0
0
円
を
補
助
で
き

な
い
か
。
 

免
許
証
の
返

納
は
強
制
で

な
く
、
個
人
の
考
え
を
尊
重

す
る
観
点
か
ら
、
手
数
料
を

補
助
す
る
考
え
は
な
い
。
た

だ
、
返
納
制
度
の
周
知
・
理

解
は
重
要
。
住
民
に
啓
発
し
、

交
通
安
全
に
努
め
て
い
く
。
 

商
工
会
と
連
携
し
、

買
い
物
の
際
に
提
示

す
れ
ば
割
引
し
て
も
え
る
よ

う
な
運
転
経
歴
証
明
書
の
活

用
は
。
 

愛
知
県
の
「
高

齢
者
運
転
免

許
自
主
返
納
サ
ポ
ー
タ
ー
制

度
」
で
は
、
指
定
店
舗
で
証

明
書
を
提
示
す
る
と
、
割
引

等
の
特
典
が
受
け
ら
れ
る
。

商
工
会
に
サ
ポ
ー
タ
ー
加
入

を
提
案
し
た
い
。
 

返
納
者
に
、
町
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
回

数
券
を
支
給
し
て
は
。
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
は
、

高
齢
者
の
安
全
な
移
動
手
段

と
し
て
も
重
要
な
財
産
。
高

齢
者
の
暮
ら
し
の
足
の
確
保

に
向
け
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

等
の
研
究
に
含
め
て
検
討
す

る
。
 

宮
田 

宮
田 

宮
田 

宮
田 

宮
田 

宮
田 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
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働
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長 

一
　
般 

質
　
問 

宮

田

和

美

 

運転経歴証明書の手数料の補助を 
部長 補助は考えていない 

免許証の返納 

仲沖のふれあいかだん 

運転経歴証明書は、運転免許証と同じ
サイズのカード型（出典：愛知県警察HP） 

花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
 

部
長 
地
域
の
活
動
を
広
報
で
紹
介
、全
町
的
な
広
が
り
を
期
待 

町
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
婚
姻
届
・
出
生
届
の
作
成
を
 

参
事 

婚
姻
届
の
作
成
を
検
討
 

民生委員・児童委員の活動の見直しを 
部長 各委員と相談しながら検討していきたい 

幸せの象徴のイルカをモチーフに（出典：沼津市HP） 

宮 田 和 美  
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一
　
般 

質
　
問 

岡

　

孝

夫

 

近
隣
市
町
は
、
指
定
公

共
機
関
の
追
加
等
に
伴

い
計
画
を
修
正
し
て
い
る
。
 

　
本
町
の
計
画
は
前
回
改
正

よ
り
1
年
9
か
月
が
経
過
す

る
が
、
こ
の
間
、
計
画
の
見

直
し
・
修
正
は
必
要
で
は
な

か
っ
た
の
か
。
 近

隣
市
町
と

は
幾
分
計
画

の
つ
く
り
が
違
う
と
こ
ろ
が

あ
る
。
単
純
に
よ
そ
が
直
し

た
か
ら
本
町
も
直
す
状
況
で

は
な
い
。
 

避
難
所
ご
と
の
避
難
所

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
あ

る
か
。
 

基
準
と
な
る

避
難
所
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
あ
る
が
、
避

難
所
ご
と
の
避
難
所
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
は
な
い
。
今
後
、

職
員
・
地
域
・
施
設
関
係
者

等
で
訓
練
を
重
ね
る
中
で
、

各
避
難
所
に
応
じ
た
避
難
所

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
取
り
組

ん
で
い
く
。
 

避
難
（
場
）
所
は
、
計

画
・
防
災
マ
ッ
プ
・
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
は
7
か
所
、

広
報
お
お
ぐ
ち
8
月
号
等
で

は
中
央
公
民
館
含
め
、
8
か

所
に
な
っ
て
い
る
が
。
 

計
画
の
見
直

し
は
で
き
て

い
な
い
が
、
中
央
公
民
館
の

工
事
が
終
わ
っ
た
の
で
、
中

央
公
民
館
を
追
加
し
た
。
 

各
避
難
所
へ
の
多
量
の

仮
設
ト
イ
レ
需
要
対
応

と
は
。
 

仮
設
ト
イ
レ

と
し
て
マ
ン

ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
整
備
を
進

め
て
い
る
。
簡
易
ト
イ
レ
も

備
蓄
し
て
い
る
。
今
後
は
リ

ー
ス
等
も
検
討
し
て
い
く
。
 

国
も
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー

の
設
置
を
勧
告
・
推
奨

す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い

る
。
本
町
の
感
震
ブ
レ
ー
カ

ー
設
置
率
は
5
・
5
%
で
、

全
国
の
6
・
6
%
を
下
回
る
。
 

　
普
及
啓
発
・
設
置
費
補
助

金
交
付
等
の
考
え
は
。
 

地
震
時
の
二

次
災
害
対
策

と
し
て
有
効
と
考
え
て
い
る
。

家
具
の
転
倒
防
止
へ
の
補
助

と
併
せ
て
検
討
し
て
い
く
。
 

被
災
地
で
は
多
様
な
困

り
ご
と
が
発
生
す
る
。

人
は
訓
練
以
上
の
こ
と
は
で

き
な
い
し
、
発
災
後
に
で
き

る
こ
と
は
限
ら
れ
て
い
る
。
 

　
防
災
・
減
災
に
向
け
た
取

組
み
が
更
に
進
展
す
る
こ
と

を
期
待
す
る
。
 

岡 

岡 

岡 

岡 

岡 

岡 地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

丹 羽 　 勉  

一
　
般 

質
　
問 

丹

羽

　

勉

 

毎年検討され、必要時は修正されているか 
部長 近隣市町が直したからと本町も直す状況ではない 

町地域防災計画 

感震ブレーカ―の啓発チラシ 
（出典：経済産業省HP） 

平成27年3月に修正された本町
の地域防災計画 

（本町HPで参照できます） 

鈴
木
町
政
が
3
年
を

経
過
し
た
。
そ
の
感

想
は
。
 町

長
へ
の
就
任
は
、

自
分
の
人
生
の
転
換

期
。
不
交
付
団
体
と
し
て
の

自
負
と
、
そ
れ
を
維
持
す
る

難
し
い
か
じ
取
り
を
実
感
。
 

　
町
は
、
現
状
に
満
足
す
る

こ
と
な
く
、
企
業
と
同
様
、

変
わ
り
続
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
や
り
残
し
て
い
る
こ

と
も
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
住

民
、
議
会
の
皆
さ
ん
と
話
を

し
な
が
ら
、
一
つ
ひ
と
つ
形

に
し
て
い
き
た
い
。
 

町
長
が
目
指
す
、「
50

年
後
の
大
口
町
」
と

は
。
 

先
人
の
努
力
に
よ
り
、

多
く
の
企
業
が
立
地

し
て
今
の
大
口
町
が
あ
る
。

一
方
で
、
企
業
は
「
本
業
を

忘
れ
た
者
は
必
ず
つ
ぶ
れ
る
」

と
も
言
わ
れ
る
。
 

　
我
々
の
根
幹
に
あ
る
農
民

の
精
神
を
忘
れ
ず
、
住
民
の

笑
顔
が
絶
え
な
い
、
子
ど
も

が
た
く
さ
ん
い
る
ま
ち
、
世

界
に
貢
献
し
て
く
れ
る
多
く

の
人
材
を
輩
出
す
る
ま
ち
に

な
れ
ば
と
願
う
。
 

 

町
の
人
口
形
態
の
特

徴
と
し
て
、
男
性
は

20
代
で
増
え
、
30
代
に
な
る

と
減
少
す
る
傾
向
に
あ
る
。

若
い
世
代
の
定
住
対
策
は
。
 

町
外
で
暮
ら
す
子

ど
も
が
親
の
近
く

で
暮
ら
す
こ
と
は
、
若
い
世

代
の
定
住
促
進
に
つ
な
が
り
、

子
育
て
や
介
護
の
面
で
も
効

果
が
期
待
で
き
る
。
現
時
点

で
具
体
策
は
な
い
が
、
「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
で
、
住
宅
建
築
等

の
助
成
制
度
な
ど
、
広
い
視

野
で
支
援
施
策
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。
 

雇
用
を
創
出
す
る
企

業
誘
致
施
策
の
現
状

と
今
後
の
見
通
し
は
。
 

　
今
回
の
ト
ヨ
タ

自
動
車
部
品
セ
ン

タ
ー
の
企
業
誘
致
は
、
工
業

団
地
を
造
成
し
て
企
業
に
土

地
を
提
供
す
る
方
式
で
は
な

く
、
「
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
方

式
」
と
し
て
、
立
地
条
件
な

ど
を
、
土
地
所
有
者
、
企
業
、

行
政
の
三
者
が
一
体
と
な
り

検
討
し
て
取
り
組
ん
だ
結
果
、

短
期
間
で
進
め
る
こ
と
が
で

き
た
。
現
在
も
、
企
業
と
町

が
直
接
、
話
を
す
る
こ
と
で

企
業
立
地
を
進
め
て
い
る
。
 

丹
羽 

丹
羽 

町
長 

町
長 

丹
羽 

丹
羽 

副
町
長 

副
町
長 

若
い
世
代
の
定
住
と
雇
用
創
出
を
 

副
町
長 

総
合
戦
略
に
よ
り
、広
い
視
野
で
支
援
対
策
を
検
討
 

3年間の鈴木町政を振り返って 
町長 難しいかじ取りだが、一つひとつ形にしていきたい 

「若い世代の定住・子育て支援」を基本目標に設定 
（「まち・ひと・しごと創生総合戦略」より） 

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
普
及
に
向
け
て
 

部
長 

補
助
を
検
討
し
て
い
く
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（「まち・ひと・しごと創生総合戦略」より） 
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北保育園の 
建設現場を視察 

議 会 だ 

アンケート結果 アンケート結果 
よ り 

　11月5日（土）のふれあいまつりで、「議
会だより」のアンケートを実施しました。 
　305人の方にご協力いただきました。
ありがとうございました。 
　今回は、その結果を報告します。 

Point① どのくらい読まれているのか？ 
「毎号すべて読む」と答えた方が最も多く、次いで「見出しで
気になるところのみ」の順になっています。 

Point② 読む時間は？ 
「15分くらい」の方が約6割を占めています。 

昨年度のアンケートでも、同様の結果が表れています。 

Point③ 興味のある記事は?
「一般質問」と答えた方が最も多く、次いで「特
集記事」「質疑あれこれ」の順になっています。 

　アンケートの結果では、「記事の内容や言葉をやさしく、分かりやすく」「一般質問は町民に近い目線
で」といった要望をいただきました。今後も、読者にとってより分かりやすく、興味を持って読んでいた
だける紙面づくりを目指します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議会広報常任委員一同 

　
試
食
会
の
目
的
は
、
本
町

の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

と
歓
談
し
な
が
ら
給
食
を
楽

し
む
こ
と
で
す
。
 

　
私
が
お
じ
ゃ
ま
し
た
5
年

1
組
は
、
素
直
で
無
邪
気
で

元
気
が
い
っ
ぱ
い
。
溢
れ
る

笑
顔
に
包
ま
れ
な
が
ら
、
子

ど
も
た
ち
と
話
を
し
な
が
ら

の
給
食
は
と
て
も
お
い
し
く
、

幸
せ
な
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
 

（
岡
　
孝
夫
） 

和気あいあいで給食タイムも盛り上がってま～す！南小5年1組 

東側から見た新園舎の外観 

廊下などはまだ施工されていない 

アンケートの様子（議会ブースにて） 

この日は、ロールパン、牛乳、スクールコロッケ、
コーンポタージュ、かぶのサラダで705kcal。 
1食当たり118円（町が半額を負担） 

野菜もしっかり食べましょう！ 

　12月8日、南小で給食試食会が行われ、
文教福祉常任委員と町長はじめ町関係者が
給食を試食しました。 

 

　議会は、北保育園の建設工事の進行状況を調査するため、

定期的に現場を視察しています。 

　12月20日現在、北保育園の第2期工事は、予定さ

れた工程どおり、順調に進められています。 

　基礎や土台、柱など、骨組みに当たる部分の工事

を完了し、屋根には瓦が葺かれました。 
ふ 

年齢 性別 

読み方 

読む時間 

好きなページ 

あ
ふ
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～素直・無邪気・元気・笑い～ 

男性 89人 29%

～20歳 11人 4%

15分くらい  
165人 54%

表紙 10人 3%

特集記事 32人 11%

定例会の概要  
11人 4%

21～30歳 6人 2%
31～40歳 20人 7%

41～50歳 
31人 10%

51～60歳 
35人 12%

61～70歳 99人 32%

毎号すべて読む  
109人 36%

追跡あれから 
どうなった  
9人 3%

一般質問 
39人 13%

委員会視察 
2人 1%

質疑あれこれ  
14人 4%

女性 216人 71%

読んだことがない 
 14人 4%

裏表紙 10人 3%

特になし 46人 15%

未回答 
 20人 7%

5分以下 
 47人 15%

30分以上 
73人 24%

未回答 21人 7%

特定のページのみ 
読む 

 27人 9%

見出しで 
気になるところのみ 

92人 30%

ときどき読む 
 39人 13%

めったに読まない 
17人 6%

未回答 7人 2%

複数 111人 36%

71～80歳 
88人 28%

81歳以上 14人5%

※未回答 1人 

19 18



北保育園の 
建設現場を視察 

議 会 だ 

アンケート結果 アンケート結果 
よ り 

　11月5日（土）のふれあいまつりで、「議
会だより」のアンケートを実施しました。 
　305人の方にご協力いただきました。
ありがとうございました。 
　今回は、その結果を報告します。 

Point① どのくらい読まれているのか？ 
「毎号すべて読む」と答えた方が最も多く、次いで「見出しで
気になるところのみ」の順になっています。 

Point② 読む時間は？ 
「15分くらい」の方が約6割を占めています。 

昨年度のアンケートでも、同様の結果が表れています。 

Point③ 興味のある記事は?
「一般質問」と答えた方が最も多く、次いで「特
集記事」「質疑あれこれ」の順になっています。 

　アンケートの結果では、「記事の内容や言葉をやさしく、分かりやすく」「一般質問は町民に近い目線
で」といった要望をいただきました。今後も、読者にとってより分かりやすく、興味を持って読んでいた
だける紙面づくりを目指します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議会広報常任委員一同 

　
試
食
会
の
目
的
は
、
本
町

の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

と
歓
談
し
な
が
ら
給
食
を
楽

し
む
こ
と
で
す
。
 

　
私
が
お
じ
ゃ
ま
し
た
5
年

1
組
は
、
素
直
で
無
邪
気
で

元
気
が
い
っ
ぱ
い
。
溢
れ
る

笑
顔
に
包
ま
れ
な
が
ら
、
子

ど
も
た
ち
と
話
を
し
な
が
ら

の
給
食
は
と
て
も
お
い
し
く
、

幸
せ
な
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
 

（
岡
　
孝
夫
） 

和気あいあいで給食タイムも盛り上がってま～す！南小5年1組 

東側から見た新園舎の外観 

廊下などはまだ施工されていない 

アンケートの様子（議会ブースにて） 

この日は、ロールパン、牛乳、スクールコロッケ、
コーンポタージュ、かぶのサラダで705kcal。 
1食当たり118円（町が半額を負担） 

野菜もしっかり食べましょう！ 

　12月8日、南小で給食試食会が行われ、
文教福祉常任委員と町長はじめ町関係者が
給食を試食しました。 

 

　議会は、北保育園の建設工事の進行状況を調査するため、

定期的に現場を視察しています。 

　12月20日現在、北保育園の第2期工事は、予定さ

れた工程どおり、順調に進められています。 

　基礎や土台、柱など、骨組みに当たる部分の工事

を完了し、屋根には瓦が葺かれました。 
ふ 

年齢 性別 

読み方 

読む時間 

好きなページ 

あ
ふ
 

おおぐち議会だより　No.210
平成  29年1月27日発行 

おおぐち議会だより　No.210
平成  29年1月27日発行 

～素直・無邪気・元気・笑い～ 

男性 89人 29%

～20歳 11人 4%

15分くらい  
165人 54%

表紙 10人 3%

特集記事 32人 11%

定例会の概要  
11人 4%

21～30歳 6人 2%
31～40歳 20人 7%

41～50歳 
31人 10%

51～60歳 
35人 12%

61～70歳 99人 32%

毎号すべて読む  
109人 36%

追跡あれから 
どうなった  
9人 3%

一般質問 
39人 13%

委員会視察 
2人 1%

質疑あれこれ  
14人 4%

女性 216人 71%

読んだことがない 
 14人 4%

裏表紙 10人 3%

特になし 46人 15%

未回答 
 20人 7%

5分以下 
 47人 15%

30分以上 
73人 24%

未回答 21人 7%

特定のページのみ 
読む 

 27人 9%

見出しで 
気になるところのみ 

92人 30%

ときどき読む 
 39人 13%

めったに読まない 
17人 6%

未回答 7人 2%

複数 111人 36%

71～80歳 
88人 28%

81歳以上 14人5%

※未回答 1人 

19 18



まちの 
元気者 
まちの 
元気者 

手続きは簡単です！ 
役場3階で住所と名前を書くだけ 

3月定例会予定 

議

長

 
 

委
員
長 

副
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員
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正
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発
行
責
任
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議
会
広
報
常
任
委
員
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3月 2日（木） 提案説明 

3月 6日（月） 質疑 

3月 7日（火） 質疑・委員会付託 

3月 9日（木） 総務建設常任委員会 

3月13日（月） 文教福祉常任委員会 

3月15日（水） 一般質問 

3月17日（金） 一般質問 

3月23日（木） 討論・採決 

表紙の写真 

　今日、まちの代表ランナー
の一人として、この場所に立
てる喜びと緊張感。 
　さあ、結果を恐れず、支え
てくれるみんなの声援を胸に。 

議
会

だ
よ

り
 

大口剣道協会 
代表　神谷社長 教士7段 
教室のモットー「和」 

特集　「議員の定数と報酬」をテーマに意見交換会を開催 
12月補正　子育て施設がさらに充実 
一般質問　町オリジナルの婚姻届・出生届の作成を 
　　　　　議長が一般質問　3年間の鈴木町政を振り返って 
議会だよりアンケート結果 

～
～

発
行

／
大

口
町

議
会

　
編
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議
会

広
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員
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議
会
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ま

す
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12月3日　愛知万博メモリアル　第11回愛知県市町村対抗駅伝競走大会（愛・地球博記念公園） 12月3日　愛知万博メモリアル　第11回愛知県市町村対抗駅伝競走大会（愛・地球博記念公園） 

会議録が閲覧できます 
http://www.town.oguchi.aichi.jp

/2741.htm

取材を終えて 
　「礼に始まり礼に終わる」、凛とした練習
を見学させていただき、ありがとうございま
した。　　　　　　　　　　　　　（酒井正宗） 

練習前に、全員集合！！ 取材当日の練習風景 

♪　現在の会員数は？ 
　小中学生15人、一般35人の50人です。う
ち10人は女性会員です。 
　剣道に興味がある方、募集中！です。 
 

♪　教室開催日は？ 
　剣道7段の先生3人を筆頭に、毎週木・土曜
日の午後7時から9時まで、西小学校の体育館
で練習しています。 
 

♪　会員相互の和を重んじています 
　会員は9歳から70代と幅広いですが、厳し
い稽古の中でも楽しく行っています。 
　1つ要望ですが、大口町に武道場を作って
ほしいです。 
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